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〇 モニタリング結果（地下水）

発生土受入地におけるセレン・鉛・砒素の濃度の推移

対策土受入地のモニタリング結果 ＜北斗市村山地区＞
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※ 定量下限値未満の計測値は定量下限値（0.001mg/L）として記載しています。

※ R4.6までに地下水測定点⑤～⑩を追加し、モニタリングを継続しています。

（考察）

・ 地下水測定点③におけるセレン濃度の基準超過の原因と対策および追加した地下水測定点の状況については、後述します。

（特に、追加した地下水測定点⑤・⑥におけるセレン濃度が過去（R4.5～R6.6までの期間）に地下水環境基準を超過しており、

地下水測定点③との関係性についても後述します。）

  (◇□△○◇□△○◇□△○︓定量下限値未満の計測値)
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 記号凡例︓◆ 地下水測定点①  ■地下水測定点② ▲ 地下水測定点③ ● 地下水測定点④ ◆ 地下水測定点⑤ ■ 地下水測定点⑥ ▲ 地下水測定点⑦ ● 地下水測定点⑧ ◆ 地下水測定点⑨ ■ 地下水測定点⑩
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〇 モニタリング結果（表流水）

発生土受入地におけるセレン・鉛・砒素の濃度の推移

対策土受入地のモニタリング結果 ＜北斗市村山地区＞

※ 定量下限値未満の計測値は定量下限値（0.001mg/L）として記載しています。

※ 表流水測定点①のR6.1～R6.3、R6.5～R7.9、表流水測定点②のR6.1～R7.9、表流水測定点③のR6.1～R6.3、R6.5～R6.7、

R6.10、R6.12～R7.3、R7.6～R7.9については、いずれも渇水もしくは滞水（溜水程度）した状態にあり、正しい測定結果が得ら

れないため採水しませんでした。

（考察）

・ R5.12.4に表流水測定点③で鉛濃度の基準超過が確認されますが、対策土盛土により近い上流側の表流水測定点①では

定量下限値未満、表流水測定点②では0.002mg/Lと低い値を示すことから対策土に由来するものではないと考えております。
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(◇□△︓定量下限値未満の計測値)

表
流
水

セ
レ

ン
 S

e 
(m

g/
L)

鉛
 P

b 
(m

g/
L)

砒
素

 A
s 

(m
g/

L)

 記号凡例︓◆ 表流水測定点① ■ 表流水測定点② ▲ 表流水測定点③
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〇 モニタリング結果（河川水）

発生土受入地におけるセレン・鉛・砒素の濃度の推移

対策土受入地のモニタリング結果 ＜北斗市村山地区＞

※定量下限値未満の計測値は定量下限値（0.001mg/L）として記載しています。

4

   (◇□△︓定量下限値未満の計測値)
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 記号凡例︓◆ 河川水測定点(上流)① ■ 河川水測定点(下流)② ▲ 河川水測定点(下流)③
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地下水測定点③における基準超過（R3.5）の原因

堰堤

対策土に
触れた水が
長期間滞水

降雨

雨水や雪解け水が
対策土に触れて流下

工事用道路

対策土

埋戻し土・富川層
（礫混じり砂）

＝吸着層
地下水測定点③の

地下水位（地表面から約30m）

A－A’断面（イメージ）

工事施工中、土砂や濁水等が盛土範囲外に流出す

ることを防ぐため、盛土範囲の下流側に堰堤を設置

していた。

対策土に触れた水が堰堤付近の窪地でR2.11頃から

滞水した。

蒸発等により濃度が上昇した水が集中的に地下に

浸透したことで、地下水中のセレン濃度が高くなった。

上記の原因により、地下水測定点③のセレン濃度が

地下水環境基準を超過した。

地下水測定点④

地下水測定点②

地下水測定点①

滞水箇所

面積：10～20m×70m

水深：50～90cm

堰堤（既設）

地下水測定点③

濃度が上昇した水が
集中的に地下に浸透

地下水環境基準セレン区分

0.010.029濃度（mg/L）

●滞水の分析結果 （R3.6.8採水）

締固めにより雨水が徐々に浸透
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地下水測定点④

地下水測定点②

地下水測定点①

滞水箇所

堰堤（既設）

地下水測定点③

地下水測定点③における基準超過（R3.9）の原因

堰堤（既設）

・堆積物に触れた水が滞水
・蒸発等により濃度上昇

降雨

工事用道路

対策土

埋戻し土・富川層
（礫混じり砂）

＝吸着層

地下水測定点③水位（地表面から約30m）

A－A’断面（イメージ）

濃度の上昇した水が
集中的に地下に浸透

9/21採水6/8採水計量の対象

0.030mg/L0.029mg/Lセレン

●滞水の分析結果

締固めにより雨水が徐々に浸透

堰堤（追加設置）※3

堰堤（既設）※１付近の窪地（右図の滞水箇所）に雨水

が滞水した。窪地の堆積物※2から滞水へセレンが溶

け出した。

蒸発等により滞水のセレンが濃縮されて濃度が上昇

した。この滞水が集中的に地下に浸透したことで、地

下水中のセレン濃度が高くなった。

上記の原因により、地下水測定点③のセレン濃度が

地下水環境基準を超過した。

礫混じり砂

堆積物※2

厚さ30～70cm

堆積物が目詰まりを引き
起こし、雨水が滞水した

堰堤（既設）付近の滞水箇所底部の状況
（R3.9.28 滞水撤去後に撮影）

堰堤（追加設置）※３

盛土範囲（予定）

盛土範囲（現在）

※１ 工事施工中、土砂や濁水等が盛土範囲外に流出することを防ぐため設置
※２ R3年5月に地下水測定点③で基準値超過が起きた時までに、対策土に触れ

た雨水とともに流れ込んだものと推定される土砂。
※３ R3年6月に対策土に触れた雨水が滞水箇所に流入しないように設置したもの
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●滞水の除去（R3）

R3.6.29～R3.7.9、 R3.9.18～R3.10.7に滞水の汲み上げ実施。

地下水測定点③における基準超過の再発防止対策

滞水の状況（R3.9.7 撮影） 滞水箇所の汲み上げ実施状況（R3.9.21 撮影）

●堆積物の除去、滞水箇所の埋戻し、覆土の実施（R3）

堰堤（既設） 堰堤（既設）

滞水箇所の埋戻し完了状況（R3.10.14 撮影）滞水箇所の埋戻し状況（R3.10.6 撮影）

R3.9.29～R3.10.8 滞水箇所の堆積

物を除去するとともに埋戻し実施。

R3.10.8～R3.10.14 村山受入地内で

盛土した無対策土を用いて滞水

箇所全体の埋戻し実施。併せて

対策土が露出した箇所に覆土

（法面部はブルーシート）を実施し

雨水が対策土に触れるのを抑制。
7

滞水箇所

滞水箇所

滞水箇所
滞水箇所

ブルーシート

ブルー
シート

覆土



地下水測定点の追加設置と基準超過（R4.4以降）の原因の推定

8

地下水測定点①
定量下限値未満で推移。

地下水測定点⑤
R5.2以降セレン濃度は低下傾向。

地下水測定点⑥（旧滞水箇所直下）
R4.9以降セレン濃度は低下傾向。

地下水測定点⑧（対策土盛土直下）

環境基準以下で推移。

地下水測定点⑨
環境基準以下で推移。

地下水測定点⑩
定量下限値未満で推移。

地下水測定点④
定量下限値未満で推移。

セレンの移動方向と推定

盛土範囲（予定）

盛土範囲（現在）

地下水測定点

地下水測定点
（セレン濃度が地下水

環境基準超過）

地下水測定点②
定量下限値未満で推移。

旧滞水箇所
（埋め戻し済み）

地下水測定点⑦（旧滞水箇所直下）
滞水の影響が多少残るが環境

基準以下で推移。

地下水測定点③
R4.12以降セレン濃度は
低下傾向

 R4.6までに6箇所の地下水測定点⑤～⑩を追加しモニタリングを継続しております。

その結果、地下水測定点③におけるセレン濃度の地下水環境基準超過は、かつての滞水が原因であると推定されました。

セレン濃度は地下水測定点③・⑤・⑥では時期は異なるもののピークを迎え徐々に低下する傾向にあります。

敷地境界付近の地下水（地下水測定点②・④・⑩）には影響が及んでおらず、近傍の井戸および河川などの利水点では、セレン

濃度は定量下限値（0.001mg/L）未満を継続しております。

 R5.9よりセレン濃度低減対策工の運転を開始しており、R6.6以降は受入地内の地下水中のセレン濃度は概ね基準値以下（R7.4.21
の地下水測定点⑥のみセレン超過）となっておりますが、引き続き周辺井戸への影響の有無も含め注視し、対策を継続してまいり
ます。
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③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

追加した地下水測定点におけるセレン濃度

地下水環境基準

⑤～⑩が追加モニタリング箇所


